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 【講座 2 日目 8 月 12 日(木)】 

血圧の仕組みに関する講義を受けた後、実際に自分たちの心音を聴いたり、

血圧を測定したり、運動負荷後の血圧を比較するなどの実技講習を受けまし

た。 

 

１． 講義： 「私たちは生きている / バイタルサインズ(血圧と脈拍)」 

                                                  

２． 演習： 「血圧はこんなに変化する」 

  ・血圧測定の実際 
  ・心電図測定と心音の聴取 
  ・体位を変えて血圧測定 
  ・運動負荷等による血圧の変化を計測 
  ・マッスルセンサーを用いて筋活動を計測 
  ・生体シミュレーターを用いて心疾患を学ぶ        （血圧測定）         （心電図モニターで心電図波形の観察） 
 
 
 
 
 
 

 

（マッスルセンサーで筋活動を計測）       （生体シミュレーター「フィジコ」で十二誘導心電図測定）    （生体シミュレーター「イチロー」で異常心音聴取） 

 

３． グループディスカッション      ４． グループ発表 

 

 

 

 

 

 

 

  受講生の感想 （講座終了時に実施したアンケートの回答より抜粋） 

 

・テーマ、内容ともにとても面白かったです。来年もぜひこのようなプロジェクトを行ってほしいです。２日間本当にありがとう 

ございました。 

 

・とってもたのしかったです！！最後充実していたなと思って涙出そうになりました。ありがとうございました。来年は入学し 

て TA やりたいです。 

 

・９時から４時の活動は長かったけれど、とても面白く、大学への進学の意欲が高まった！！２日間とてもすばらしい経験に 

なりました。ありがとうございました！来年は私も日赤で勉強したいです！！！ 

 

・今回体験させてもらったことがすごく自分のためになったので、来年もこのような教室で良いと思います。 


